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平成29年7月九州北部豪雨における一般被害

佐田川

寺内ダム

下流～上流の河道内に
土砂堆積、流木多数

山腹崩壊多数

▲
広蔵山

（ひろぞうやま）

流水が迂回

小石原川ダム

赤
谷
川

項目 状況等

人的被害※1 死者36名、行方不明者5名、負傷者21名

住家被害※1 全壊276棟、半壊1,065棟、一部破損76棟、
家屋浸水2,169棟

避難指示等
の状況

【最大※2】
➀避難指示(緊急) 182,425世帯、440,667人
福岡県（久留米市、朝倉市等の7市町）
熊本県（南阿蘇村）、大分県（日田市）

②避難勧告 109,663世帯、267,309人
福岡県（久留米市、朝倉市、東峰村等の6市町村）
熊本県（熊本市、南阿蘇村等の12市町村）
大分県（日田市、中津市）

避難者数※1 福岡県（朝倉市、東峰村） 328人
大分県（日田市） 2人

救助者数
警察庁 444人※7 消防庁 283人※5

海上保安庁 40人※6  防衛省 658人※7

※1 内閣府「6月30日からの梅雨前線に伴う大雨及び平成29年台風第3号による被害状況等について」（8月
21日16:00現在）

※2 各時点の消防庁災害対策本部報のうち、 大であった数値を記載
（①第6報 7/6 4:00現在発令中、②第16報 7/7 18:00現在発令中）

※3 各時点の※１のうち、 大であった（7月6日9:00現在）の数値を記載
※4 各時点の※１のうち、 大であった（7月6日9:00現在）の数値を記載
※5 消防庁「平成29年6月30日からの梅雨前線に伴う大雨及び台風第３号の被害状況及び消防機関等の対

応状況 等について」（8月2日18:30時点）
※6 国土交通省「6月30日からの梅雨前線に伴う大雨及び平成29年台風第3号による被害状況等について」

（8月2日10:00現在）」
※7 内閣府「6月30日からの梅雨前線に伴う大雨及び平成29年台風第3号による被害状況等について」（8月2

日14:00現在）

項目 状況等

鉄道※3

2事業者10路線で運転休止
JR九州 日田彦山線 添田～夜明、
JR九州 久大本線 善導寺～日田、
西日本鉄道 天神大牟田線 西鉄柳川～大牟田等

ライフライン※7 停電 約530戸（最大約5,800戸※4）
水道断水 断水解消（最大3,071戸）

国管理河川 県管理河川 計

筑後川
水系

花月川

筑後川
水系

小石原川

遠賀川
水系

彦山川

山国川
水系

山国川

筑後川
水系

赤谷川

筑後川
水系
桂川

筑後川
水系

妙見川

その他
河川

家屋浸水
（戸）※１

床上 282 14 18 364 15 288 981

床下 562 5 50 2 24 373 27 145 1,188

計 844 5 64 2 42 737 42 433 2,169

流失したJR久大本線の鉄道橋

赤谷川 流木被害
鶴園橋（損壊）

赤谷川中流付近

※速報値であり、今後変更等の可能性があります。

今回浸水したと想定される箇所
（四国地整ヘリ映像をもとに

九州地整にて作成）

比良松中学校 体育館や校舎壊れる被害(朝倉市)

杷木浄水場（朝倉市）

厚労省水道課提供

・平成29年7月5日、6日の大雨 「平成29年7月九州北部豪雨」（以降、「今回の豪雨」という）により、出水や山腹崩壊が発生。河川の
はん濫、大量の土砂や流木の流出等により、死者36名、家屋の全半壊等1,417棟、家屋浸水2,169戸の甚大な被害が発生。
・避難指示（緊急）は 大で182,425世帯・440,667人、避難勧告は 大で109,663世帯・267,309人に発令された。またJR久大線の
花月川橋梁が流出するなどライフラインにも甚大な被害が発生。

8/21
16:00時点
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水位・雨量の概要（筑後川水系花月川）
※本グラフは、「欠測」となっているデータを評価していない。

雨量（花月）（mm）
雨量（日田）（ｍｍ）

４ｈに集中

平成24年7月3日洪水 平成29年7月5日洪水

平成29年7月九州北部豪雨の状況（筑後川流域）
－平成24年7月洪水との比較－
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川副（建）川副（建）

日の出（建）日の出（建）

馬責馬場（建）馬責馬場（建）

仁比山（気）仁比山（気）

神崎（県）神崎（県）

羽犬塚（気）羽犬塚（気）

草野（建）草野（建）

甘木（気）甘木（気） 寺内ダム（水）寺内ダム（水）

鳥屋山（気）鳥屋山（気）

小石原（水）小石原（水）

大城（水）大城（水）

夜明（九）夜明（九）

花月（建）花月（建）

日田（気）日田（気）

日田（建）日田（建）

天ヶ瀬（九）天ヶ瀬（九）

山浦（建）山浦（建）

杖立（建）杖立（建）

長瀬（九）長瀬（九）

上野田（建）上野田（建）

中原（建）中原（建）

黄川（建）黄川（建）

星和（建）星和（建）

黒川（建）黒川（建）

万成（建）万成（建）

地蔵原（九）地蔵原（九）

猪牟田（建）猪牟田（建）

長者原（建）長者原（建）

千町無田（建）千町無田（建）

飯田（気）飯田（気）

野上（建）野上（建） 滝上（建）滝上（建）

寺床（建）寺床（建）

筋湯（建）筋湯（建）

筌の口（建）筌の口（建）

岳の湯（建）岳の湯（建）

小国（建）小国（建）

小国（九）小国（九）

雉谷（建）雉谷（建）

栃野（建）栃野（建）

鯛生（建）鯛生（建） 中津江（気）中津江（気）

横畑（建）横畑（建）

中塚（建）中塚（建）

森（気）森（気）

森（建）森（建）

竹中（建）竹中（建）

女子畑（九）女子畑（九）

大行司（気）大行司（気）

鶴河内（建）鶴河内（建）

妹川（建）妹川（建）

吉井（建）吉井（建）

小塩（気）小塩（気）

新川（建）新川（建）

田籠（建）田籠（建）

大野（建）大野（建）

江川ダム（水）江川ダム（水）
秋月（県）秋月（県）

三奈木（気）三奈木（気）

角枝（建）角枝（建）

箸立（水）箸立（水）

片の瀬（建）片の瀬（建）

耳納山（気）耳納山（気）

福島（県）福島（県）
大川（建）大川（建）

佐賀（気）佐賀（気）

筑邦（建）筑邦（建）

神崎（建）神崎（建）大和（町）大和（町）

広滝（九）広滝（九）

服巻（建）服巻（建）

伊福（建）伊福（建）

背振山（気）背振山（気）

九千部山（気）九千部山（気）

原田（建）原田（建）

三国（県）三国（県）

鳥栖（気）鳥栖（気）

十楽（建）十楽（建）

久留米（建）久留米（建）

瀬の下（建）瀬の下（建）

二日市（気）二日市（気）

九千部（建）九千部（建）

田中（県）田中（県）

笹野（建）笹野（建）

下筌ダム（建）下筌ダム（建）

松原ダム（建）松原ダム（建）

三隈（国）三隈（国）

長延（建）長延（建）

服巻（建）服巻（建）

三谷（建）三谷（建）

等雨量線図（12時間雨量）

200～300mm

300mm以上

12hr

平成24年7月3日洪水

平成29年7月5日洪水

12hr

：大肥川流域

：佐田川流域

：小石原川流域

桂川流域

筑後川

筑後川

大肥川流域

大肥川流域

花月川流域

花月川流域

・筑後川水系花月川流域に大きな被害をもたらした平成24年7月3日洪水では、花月川流域付近を中心に、12時間雨量で200～
300mm程度の大雨であったが、今回の豪雨は、筑後川中流域右岸の小石原川流域～花月川流域の範囲にわたって、12時間雨
量で300mmを超える大雨となった。
・その結果、平成24年7月洪水では花月川流域に比べ降雨が少なかった小石原川流域及び佐田川流域付近では、平成24年7月
洪水の2倍を超える雨量となった。

かげつがわ

こいしわらがわ

さだがわ

※本資料は7/27時点でデータの取得が出来ている観測所の情報のみを用いて作成したものであり、今後、修正予定。

※平成24年7月11～14日の一連降雨を九州北部豪雨というが、
ここでは、花月川に大きな被害をもたらした平成24年7月3日洪水と比較

※

流域平均雨量

○花月川流域 （mm）

（mm）○小石原川流域（栄田橋上流） ○佐田川流域（金丸橋上流） （mm）

○桂川流域 （mm） ○赤谷川等残流域 （mm）

：H24.7.3洪水 ：H24.7.14洪水 ：H29.7洪水
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赤谷川等流域

桂川流域

赤谷川等流域

：花月川流域

：桂川流域白枠

：赤谷川等流域

：大肥川流域

：佐田川流域

：小石原川流域

：花月川流域

：桂川流域白枠

：赤谷川等流域
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中
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寺
川

彦
山
川

金辺川

34 古屋敷(県)

37 中元寺(国)

38 陣屋ダム(県)

22 大隈(国)

25 桑野(国)

40 英彦山(国)

20 内野(国)

10 小河原(県)

8 山口(国)

6 古月山(国)

1 水巻(国)

3 畑(県)

15 直方(国)

7 宮田(国)

17 飯塚(気) 33 田川支部局

28 上野(国)

30 採銅所(国)

32 小柳(国)

39 大藪(県)

18 川島(国)

9 力丸ダム(県)

11 犬鳴ダム(県)

36 添田(気)

2 北九州支部局

4 菅尾の滝

29 頂吉（気）

35 津野

26 白石山

24 秋月
23 三並小学校

14 鳴淵ダム

13 狩野ダム

12 米多比小野小学校

5 海老津小学校

19 三郡山中継局

21 平嘉穂養護学校

27 福智山ダム

31 大坂山中継局

16 頴田町役場

氾濫危険水位超過地点

山国川

遠賀川

筑後川

水系名 河川名 観測所名 今回 高水位(m) 観測史上 高水位

遠賀川 彦山川 添田（そえだ） 5.68 7月5日 17:40
3.59（H17.9.6）
※H24は欠測

筑後川 花月川 花月（かげつ） 4.50 7月5日 19:50 4.37（H24.7.14）

筑後川 筑後川 荒瀬（あらせ） 7.23 7月5日 21:10 7.35（H24.7.14）

筑後川 筑後川 片ノ瀬（かたのせ） 10.36 7月5日 22:20 10.07（H24.7.14）

筑後川 筑後川 杖立（つえたて） 6.74 7月5日 24:00 9.36（H2.7.2）

山国川 山国川 柿坂（かきさか） 6.89 7月5日 20:50 8.41（H24.7.14）
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片ノ瀬
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柿坂

○今回の降雨により国管理の水位観測所６地点において氾濫危険水位を超える洪水となり、遠賀川及び筑後川の３観測所において観測史上 高水位を記録しました。

平成29年7月九州北部豪雨の状況－平成24年7月洪水との比較－
・ 7月5日の昼頃から夜にかけて九州北部の福岡県から大分県にかけて強い雨域がかかり、短時間に記録的な雨量を観測し総雨量は500mmを超える大雨となった。

・ 遠賀川の英彦山（ひこさん）雨量観測所において、6時間雨量が229ミリを記録し、平成24年7月14日の降雨量6時間168ミリを越える雨量を記録。

・ 筑後川流域では、日田(ひた)雨量観測所（大分県日田市）において、6時間雨量が299ミリを記録し、平成24年7月3日の降雨量6時間163ミリを超える雨量を記録。

・ 山国川流域では、吉野（よしの）雨量観測所において、6時間雨量が288ミリを記録し、平成24年7月3日の降雨量6時間246ミリを越える雨量を記録。

・ 今回の豪雨により国管理の水位観測所6地点において氾濫危険水位を超える洪水となり、遠賀川及び筑後川の3観測所において観測史上 高水位を記録。

つのえだ

つるこうち

あさくら

みくま
ひた

ひこさん よしの
やばけい

しもごう

こご
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【速報版】※今後の調査結果により変わる可能性があります筑後川水系花月川の治水対策と今次出水の状況

・ 平成24年7月出水による被害を受けて、平成24年7月出水と同規模の降雨があっても氾濫が生じないように、激特事業※を 実施。

・ 激特事業※では、築堤（川幅を部分的に約1.5倍）、河道掘削（高水敷を約2ｍ切り下げ）、橋梁架替、固定堰の撤去などの対策を実施することとしており、
平成24年7月出水と同規模の降雨があった場合、川の水位を約1.4m程度低下させ氾濫を防止するものであり、平成28年度末までに概ね完了していた。

・ 今回の豪雨では平成24年7月出水と比べて約1.6倍もの降雨となったが、これまでの治水対策により浸水面積は約3割減、床上浸水家屋数は
約3割減とすることができた。

・ 今後、洪水の氾濫の原因を早急に解明し、流量増への対応など改良復旧等を実施。 ※河川激甚災害対策特別緊急事業

H24.7.3

H29.7.5

H24.7.3

H29.7.5

築堤

4
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【速報版】※今後の調査結果により変わる可能性があります。

筑後川水系桂川等（県管理）の今次出水の状況

佐田川

寺内ダム

下流～上流の河道内に
土砂堆積、流木多数

山腹崩壊多数

今回浸水したと想定される箇所
（四国地整ヘリ映像をもとに

九州地整にて作成）

▲
広蔵山

（ひろぞうやま）

流水が迂回
H24  浸水箇所

降雨・浸水被害状況（H24出水との比較）

朝倉雨量観測所

・Ｈ２４年７月洪水では、筑後川の支川の桂川などで主に内水被害が発生。
・Ｈ２９年九州北部豪雨では、H24年出水と比べて、朝倉雨量観測所では約２．８倍の降雨となり、山腹崩壊が生じて、大量の土砂や流木が流出し、甚大
な被害が発生。

・今後、今回の降雨量や土砂流出状況等について調査の上で、関係機関とも調整を図りながら、対策について検討・着手予定。

３時間雨量（朝倉雨量観測所）

山腹崩壊状況（今回）

小石原川ダム※H29の被害状況は現在調査中のため、
災害情報第47報（8.21時点）の数値を記載

３時間雨量（角枝雨量観測所）

角枝雨量観測所

桂川浸水状況（平成24年）

平成24年洪水では、筑後川本川

の水位が高く、桂川の排水がで
きずに浸水被害が発生

桂川 横断図

②河道掘削および築堤により、
川幅を倍程度にすることで
桂川の断面積を大幅に拡大

①筑後川本川の河道を掘削することで水位を低下させ、
洪水時においても桂川の排水を可能にした

赤谷川浸水状況（平成24年）

平成24年洪水では、橋脚に漂流
物が補足され、浸水が発生

橋梁の橋脚を無くし、ネック部を解消

赤谷川被害状況（今回）

0

50

100

150

200

250

300
H24.7洪水

H29.7洪水

約２．５倍 242mm

98mm

0

50

100

150

200

250

H24.7洪水

H29.7洪水

約２．８倍

78.5mm

220mm

桂川 横断図

筑後川 横断図

浸水家屋数（全壊・半壊戸数を含む）

0

50

100

150

200
H24.7洪水

H29.7洪水

11戸

136戸

＜赤谷川＞

堤防決壊箇所
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緊急復旧完了

①彦山川 右岸 23.85k
溢水被害（浸水戸数20）

ひこさんがわ

柿坂

添田

花月

← 筑後川

朝倉

小
石
原
川→

⑰山国川 右岸 18.8k
溢水被害（国道212号一部損壊）

⑱山国川 左岸 20.1k
農業用水路橋流出

⑫花月川 2.7k
JR久大線鉄道橋流失

かげつがわ

やまくにがわ

やまくにがわ

⑩小石原川 左岸 0.2k
内水被害（浸水戸数5）

こいしわらがわ

⑦彦山川 左岸 32.6k
溢水被害（事業所1戸浸水）

ひこさんがわ

⑬花月川 右岸 2.8k
堤防洗掘（緊急復旧完了)

⑭花月川 右岸 5.9k
坂本橋護岸流失

かげつがわ

⑪花月川 左岸 1.8k
堤防洗掘（小屋1戸流失）
（緊急復旧完了)

かげつがわ

②彦山川 左岸 24.6k
溢水被害（浸水戸数１）

ひこさんがわ

③彦山川 左岸 30.0k
溢水被害（浸水戸数12）

ひこさんがわ ⑧彦山川 右岸 34.0k
溢水被害（浸水戸数4、廃屋１戸倒壊）

ひこさんがわ

⑨彦山川 左岸 34.2k
溢水被害（浸水戸数3、旧彦山橋流失）

ひこさんがわ

⑲山国川 右岸 27.0k
溢水被害（国道212号一部損壊）

④彦山川 左岸 31.0k
溢水被害（浸水戸数7）

⑤彦山川 左岸 31.5k
溢水被害（浸水戸数4）

⑥彦山川 左岸 31.5k
堤防洗掘（緊急復旧完了)

ひこさんがわ

⑯花月川 左右岸 7.6k
越水被害（浸水戸数31）

かげつがわ

かげつがわ

やまくにがわ

ひこさんがわ

ひこさんがわ

（注）数値等は変更になる場合があります。

7/8  18:00撮影

緊急復旧完了（7/8）

⑪花月川 左岸 1.8k （日田市）

⑬花月川 右岸2.8k （日田市）

7/5 撮影

⑫花月川 2.7k （日田市）
JR久大本線 鉄道橋流出

⑮花月川 右岸 6.4k （日田市）

⑰山国川 右岸 18.8k （中津市）

③彦山川 左岸 30.0k （添田町）

⑳彦山川 左岸 25.8k
溢水被害（浸水戸数13）

ひこさんがわ

㉑山国川 右岸 25.4k
溢水被害（浸水戸数2）

やまくにがわ

河川の被災状況と復旧の概要（国管理河川） 8/31
15:00時点

日田市内浸水状況 (7/5 15:30)

一般被害（浸水等の被害）

河川管理施設等被害（堤防等の被害）

上記のうち緊急復旧工事を
実施中または完了した箇所

雨量観測所

水位観測所

7/10 18:00撮影

緊急復旧完了（7/11）

7/11 14:00撮影

・ 3水系4河川25カ所で溢水等が発生（浸水は全て解消）。
・ 4水系7河川53カ所で堤防洗掘、護岸損壊等が発生。被災規模が大きい4カ所で緊急復旧完了。その他の49カ所で応急復旧等完了。

②彦山川 左岸24.6k （添田町）
7/5 17:37撮影

⑥彦山川 左岸 31.5k （添田町）
7/5 撮影

㉒花月川 右岸0.2k
越水被害（浸水戸数5）

かげつがわ

㉓花月川 左岸0.7k
越水被害（浸水戸数30）

かげつがわ

㉔花月川 右岸1.6k
越水被害（浸水戸数170）

かげつがわ

㉕花月川 右岸3.0k
越水被害（浸水戸数250）

かげつがわ

かげつがわ

かげつが
わ⑮花月川 右岸 6.4k

堤防洗掘（緊急復旧完了)

㉗花月川 左岸6.3k
越水被害（浸水戸数8）

かげつがわかげつがわ

㉖花月川 左岸3.7k
越水被害（浸水戸数350）

緊急復旧完了（7/14）
緊急復旧完了（7/14）

7/14 15:00撮影

かげつがわ

かげつがわ

6

かげつがわ



③ 陣屋川 （大刀洗町） 7/5 17:00撮影

②大刀洗川（大刀洗町） 7/5 15:00撮影

⑭ 小野川（日田市）

河川の被災状況の概要（県管理河川） 8/31
15:00時点

⑨ 妙見川
決壊被害（浸水戸数42戸）

【緊急復旧工事完了】

みょうけんがわ

② 大刀洗川
溢水被害 （家屋浸水無）

たちあらいがわ

⑦ 乙石川
溢水被害 （浸水戸数3）
全壊39 半壊2

おといしかわ

⑭ 小野川
土砂崩壊による浸水 （浸水戸数43戸）
全壊1 半壊7

おのがわ

① 遠賀川
溢水被害 （浸水戸数2戸）

おんががわ

⑮ 二串川
溢水被害 （浸水戸数21戸）

にくしがわ

⑯ 渡里川
溢水被害（浸水戸数9戸）

わたりがわ

⑳ 疣目川
溢水被害 (浸水戸数2)
全壊11、半壊6

いぼめがわ

⑫ 大肥川
溢水被害 （浸水戸数127）
全壊30、半壊5

おおひがわ

⑪ 奈良ヶ谷川（普通河川）
溢水被害 (浸水戸数150)
全壊4

ならがたにかわ

④ 荷原川
決壊被害

（浸水戸数23戸、堤防決壊3箇所）
【緊急復旧工事完了】

いないばるがわ

㉑ 佐田川
溢水被害 （浸水戸数10）
半壊2

さたかわ

③ 陣屋川
溢水被害 （家屋浸水無）

じんやがわ

⑧ 桂川
決壊被害 （浸水戸数737）

【緊急復旧工事完了】

かつらがわ

⑤ 赤谷川
溢水被害（浸水戸数42戸）
全壊59戸、半壊35戸

あかたにがわ

⑰ 鶴河内川
溢水被害（浸水戸数1戸）

つるごうちがわ

⑲ 蕪谷川
溢水被害（浸水戸数1戸）

かぶたにがわ

⑬ 有田川
溢水被害（浸水戸数52戸）
家屋損壊（調査中）

ありたがわ

⑱ 花月川
溢水被害（浸水戸数1戸）

かげつがわ

⑩ 北川
河岸損壊・流木・土砂堆積
溢水被害（浸水戸数6戸）
全壊14、半壊11

きたがわ

⑥ 白木谷川
溢水被害 （浸水戸数38戸）
半壊13

しらきたにかわ

㉒ 宝珠山川
溢水被害 （浸水戸数11戸）
全壊11 半壊3

ほうしゅやまかわ

別紙参照

③ 陣屋川 （大刀洗町） 7/5 17:00撮影

⑫ 大肥川（日田市） 7/6 12:00撮影

・ 福岡県、大分県等管理の3水系28河川で堤防決壊、溢水、家屋損壊が発生。
・ 10水系64河川で堤防決壊、護岸損壊等が発生。被害規模が大きい3河川全てについて7月21日までに緊急復旧完了。

㉖ 新立川
溢水被害 (浸水戸数19戸)

しんたてかわ

㉕ 大山川
溢水被害 （浸水戸数10）
全壊1

おおやまがわ

㉓ 寒水川（普通河川）
溢水被害 （浸水戸数249）
全壊26、半壊17

そうずがわ

㉔ 黒川
溢水被害 （浸水戸数3）
全壊1

くろかわ

④ 荷原川（朝倉市） 緊急復旧状況 緊急復旧完了（7/13） ⑧ 桂川（朝倉市） 緊急復旧箇所

緊急復旧完了（7/14）

㉗ 小石原川
溢水被害 （浸水戸数6戸）
半壊1

緊急復旧完了（7/21）

⑨ 妙見川（朝倉市） 緊急復旧箇所

L=200m

こいしわらがわ
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佐田川

江川ダム

寺内ダム

流木状況 （朝倉市・東峰村）

▲
広蔵山

（ひろぞうやま）

朝倉市 東峰村

際航業株式会社・株式会社パスコ共同撮影

国際航業株式会社・株式会社パスコ共同撮影

寒水川

赤谷川赤谷川

北川

国際航業株式会社・株式会社パスコ共同撮影

奈良ヶ谷川

奈良ヶ谷川

妙見川
みょうけんがわ

ならがたにかわ

ならがたにかわ

あかたにがわあかたにがわ

きたがわ そうずがわ
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調査位置図

朝倉市

ドローン調査
④奈良ヶ谷川

流木堆積調査

①赤谷川

・ 今回の豪雨により、福岡県朝倉市内を流れる赤谷川、奈良ヶ谷川等について、大量の流木が発生。
・ 河川流木の堆積状況について、国土交通省と福岡県は合同チームを結成し、7月13日（木）緊急調

査を赤谷川等4河川で実施。

７月１３日（木）調査対象河川
①赤谷川 （あかたにがわ）
②白木谷川 （しらきだにがわ）
③北川 （きたがわ）
④奈良ヶ谷川 （ならがたにがわ）

河川流木の緊急調査を実施（福岡県朝倉市内赤谷川等）
あか たに がわ
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流木の撤去状況
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流木の撤去状況

11



寺内ダムの防災操作による効果について
・平成29年7月5日の梅雨前線に伴う豪雨において佐田川流域では総雨量が400mmを超える記録的な降雨となり、寺内ダムでは
管理開始以降 大の流入量を記録。
・寺内ダムの防災操作によって、ダム下流に流す流量を 大約99%低減し、下流河川の水位を低減。

・仮に、寺内ダムが整備されていなければ、佐田川において堤防高を大きく上回る洪水となり、佐田川の氾濫により浸水面積約
1,500ha、浸水世帯数約1,100世帯の被害が発生していたと推定。
・また、ダム貯水池で大量の流木を捕捉。

■流木捕捉状況

■寺内ダムが無かった場合の浸水想定

寺内ダム

浸水面積：約1,500ha
浸水世帯数：約1,100世帯

筑後川

浸水深

※地盤高は、国土地理院が公表している基盤地図情報のデータを使用しています
※ダムが無かった場合の浸水深については、シミュレーション（堤防越水氾濫）結果より推定しています
※浸水面積及び浸水世帯数は朝倉市域及び大刀洗町域を対象（H22国勢調査）
※数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります

0.0～0.5m
0.5～1m
1～2m
2～5m
>=5m

約1,500ha

被害無し

※ダムが無かった場合の被害についてはシミュレーション結果より推定しています
※ダム有りについては、今回出水で佐田川からの越水による被害が無かったことから被害無しとしています
※数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります

約1,100世帯

被害無し

■寺内ダム防災操作の状況

最大流入量約888m3/s

最大流入時放流量
約10m3/s

下流に流す流
量を99%低減

ダムへの流入量

ダムからの放流量

貯水位

ダムに貯めた水量
約1,170万m3

7月5日 7月6日

洪水時最高水位（EL.131.50m）

平常時最高貯水位（EL.121.50m）

高貯水位
EL.130.93m

ダムがなかった場合の推定最高水位 6.88ｍ

はん濫危険水位 3.87m

金丸橋水位観測所付近 横断図

避難判断水位 3.50m

はん濫注意水位 2.50m

水防団待機水位 1.50m

※数値は速報値です

▽観測最高水位 3.50ｍ

ダムに水を貯めたことによる効果 約3.38m低減

さ だ が わ

※寺内ダム集水域上流で斜面崩壊が多数発生しており、寺内ダム流入量に斜面崩壊に伴う土砂等の影響が含まれている可能性がある。

今回氾濫なし
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大量の流木の捕捉
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・福岡県朝倉市須川では、豪雨により多数の斜面崩壊等が発生したが、既設砂防堰堤が土砂・流
木を捕捉し、下流の人家等への被害が軽減。

・推定流木捕捉量は16,500m3（空隙込み）。

妙見川上流域

平成29年7月14日撮影

須川第１砂防堰堤
堰堤高7.0 m、堰堤長74.8m

■施設諸元
堰堤名：須川第１砂防堰堤
堰堤高：7.0.m
堰堤長：74.8m

ちくご

筑後川

須川第１砂防堰堤

大分県
福岡県

砂防堰堤下流の保全対象
（工場、人家 等）



今後の流木対策の進め方

14

流木による被害を減少させるため、砂防事業として以下の流木対策を強力に推進

既設砂防堰堤新設砂防堰堤

○ 流木等を確実に捕捉するために、透過構造を有
する施設（例えば、透過型砂防堰堤、流木捕捉工）
を原則設置する改訂を行った（平成28年4月）。

○ 透過構造を有する施設の設置を推進する。

○ 流木の捕捉効果を高めるための改良を行う。

○ 特に多量の流木の流出が想定される流域など
下流への被害の拡大が懸念される流域において、
既設堰堤の有効活用を積極的に進める。

透過型砂防堰堤

流木捕捉工 透過型砂防堰堤への改良後

改良前

改良後



凡例

堆積土砂

掘削断面

■対策イメージ

※対策は現地状況に応じて実施

山腹崩壊多数

要
請

区
間

赤
谷
川

朝倉市

・赤谷川、大山川及び乙石川では、大量の土砂や流木により河道が埋塞。

・二次災害が発生するおそれが極めて高い状況であり、通常の雨を安定して流せるような流路を

緊急対応として確保。

・堆積土砂は流動性が高いため、雨天時における流路の変化を予測し家屋等に影響がないよう元

の河道内へ導くなどの対応を図っていく必要があり、国土交通省が有する高度な技術力が必要。

・7/14（金）知事から地整局長へ要請。7/18（火）大臣から実施する旨公表。7/19（水）現地着手。

あ か た に お と い しお お や ま

■赤谷川中流付近

補強対策
補強対策補強対策

7/6緊急復
旧着手

筑後川

要請箇所

位置図

福岡県

15

権限代行による福岡県管理河川の土砂・流木の除去について



赤
谷
川

朝倉市

・赤谷川、大山川及び乙石川では、通常の雨を安定して流せるような流路の確保に向けて、

掘削機械90台を投入し、土砂・流木の除去、河岸の保護を実施中。【8月末時点】

あ か た に お と い しお お や ま

８月１２日撮影被災後

被災後 ８月２４日撮影

流路確保（実施済み）

流路確保（実施中）

凡 例

平成２９年８月末時点の流路確保状況

被災後 ８月２７日撮影

流木除去の状況

河岸の保護状況

土砂除去の状況①

②

③

①

②

③

16

権限代行による福岡県管理河川の土砂・流木除去の実施状況



筑後川水系赤谷川流域における直轄砂防災害関連緊急事業の実施

17

あかたにがわちくごがわ

【筑後川水系赤谷川】
あさくらし は き ますえ

福岡県朝倉市杷木松末地区
○平成29年7月九州北部豪雨による被害状況

人家275戸（杷木地域）※、公共施設、県道52号等
○主な対策工

砂防堰堤工２基、遊砂地工１基、
強靱ワイヤーネット工４基 ※：朝倉市HP災害情報より（8月9日時点）

赤谷川上流に残存する
土砂・流木の状況

乙
石
川

①の対策工イメージ

砂防堰堤工

乙
石
川

②の対策工イメージ

遊砂地工
赤
谷
川

赤
谷
川

赤谷川下流の状況（本川合流点）

現地測量等の結果によっては、
施設の位置等は変更となる場合があります。

1

2

凡例

砂防堰堤

遊砂地

強靱ワイヤーネット

7月7日撮影

7月10日撮影

7月20日撮影

7月20日撮影

赤谷川

・筑後川水系赤谷川流域において発生した土砂災害について、流域内に堆積した不安定土砂等の再移
動による二次災害を防ぐための緊急的な砂防工事を実施。（全体事業費約28億円）
・8月15日に事業着手し、翌日の16日から工事用道路の造成等の工事に着手。

8月16日撮影

③工事用道路の造成

3



ホットラインの実施状況と効果

・国管理河川では、河川事務所と自治体で作成していた水害対応タイムラインを活用し、河川事務所長等と市町村長等のホットラ
インを17市町村に延べ35回※実施。
※7月5日から6日朝までに、被害の生じた3水系（遠賀川、山国川、筑後川）で事務所長等から市町村長等に対して実施したもの

・タイムラインを踏まえたホットラインにより、筑後川河川事務所長から日田市長に河川の状況等を伝え、それを受けた市長は、対
象地域へ早いタイミングで避難勧告を発令し、住民への避難の呼びかけを実施。

筑後川河川事務所から⽇⽥市へのホットラインの例

7月5日からの豪雨に伴い、花月川ではＪＲ久大線橋梁の流出や、800戸を超える家屋の浸
水被害が発生。

筑後川⽔系花⽉川 左岸
4.9k付近 氾濫状況

7/5 19:15頃撮影

※１）本資料の数値は、速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。
※２）避難勧告・避難指⽰は、花⽉川に関係している部分のみを記載しています。

【位置図】

筑後川

筑後川⽔系花⽉川 左岸
0.2k JR久⼤線橋梁流出

7/5 17:10頃撮影

⻄有⽥地区

花⽉⽔位観測所における⽔位とホットライン・避難情報発令のタイミング

筑後川⽔系
花⽉川

地元住⺠提供

光岡地区

避難勧告 5⽇15:50 光岡地区ほか（9,734世帯23,543⼈）
避難勧告 5⽇17:40 ⻄有⽥地区ほか（1,074世帯2,939⼈）
避難指⽰ 5⽇18:45 光岡地区、⻄有⽥地区ほか（10,808世帯26,482⼈）

ホットライン（15:25）

ホットライン（16:45）

ホットライン（18:10）

ホットライン（19:50）

早いタイミングで避難勧告発令

避難勧告（15:50）

避難勧告（17:40）

18

九州北部豪雨ホットライン実施市町村

※被害の生じた3水系で、7月5日から6日朝まで

に、事務所長等と市町村長等の間で実施されたも
の

水系 県 市町村 回数

筑後川 福岡県 朝倉市 5

うきは市 2

久留米市 2

小郡市 1

大刀洗町 1

東峰村 1

大分県 日田市 4

佐賀県 鳥栖市 1

熊本県 小国町 3

遠賀川 福岡県 添田町 4

嘉麻市 1

糸田町 1

大任町 1

直方市 1

田川市 1

福智町 1

山国川 大分県 中津市 5

合 計 35



TEC-FORCE等の主な活動状況

19

・九州、東北、関東、北陸、中部、近畿、中国、四国地方整備局、国土地理院から派遣されたTEC-FORCE（7/6～
8/16のべ3,465人・日）が河川・道路等の被害状況調査、道路啓開など、2県11市町村において活動。
・8月8日までに福岡県、大分県の河川、道路等の約1,800箇所で被害状況調査を実施。
・被災自治体へ復旧工法等を企画・提案、激甚災害指定の見込み公表の早期化に貢献。
・二次災害防止に向け、土砂災害危険箇所の緊急点検等 約1,300箇所（7月21日現地調査完了）のうち約570箇所
を支援。

大分県日田市
（のべ 750人・日）

河川、砂防：小野川、花月川等の被災状
況調査
道路：県道107号、市道27路線等の被災
状況調査

【TEC-FORCEの活動状況（概要）】

筑後川

※速報値であるため、今後変更等の可能性があります。

8/16時点

赤
谷
川

乙
石
川

白
木
谷
川

1

奈
良
ヶ
谷
川

北
川

妙
見
川

鶴
河
内
川

小
野
川

花月川

宝
珠
山
川

2

3

4
福岡県東峰村

（のべ465人・日）

河川、砂防：宝珠山川等の被災 状況調査
道路：県道52号等の被災状況調査、国道
211号の道路啓開

福岡県朝倉市
（のべ 1,401人・日）

河川、砂防：赤谷川、白木谷川等の被災
状況調査
道路：県道52号、79号、509号等の被災状
況調査

福岡県添田町
（のべ 147人・日）

河川、砂防：長谷川等の河川、砂防の被
災状況調査

道路：町道陣屋・屋形原線、町道芝峠線
等の道路の被災状況調査

1

赤谷川の流木堆積状況調査(7/13)

小野地区の斜面崩壊被災状況(7/10)

国道211号道路啓開状況(7/11)

町道陣屋屋形原線の被害状況調査(7/11)

2

4

3



平成29年7月九州北部豪雨を踏まえた対応 ～防災・減災プロジェクトの推進～

20

＜流域懇談会等＞ 必要に応じ学識者の意見を聴取

＜筑後川右岸流域 河川・砂防復旧技術検討委員会＞（9/7～）
○目的
土砂や流木の流出等により激甚な被災を受けた筑後川中流部右岸の支川に関し、技術的
な観点から検討を行い、河川事業・砂防事業が連携した復旧に必要な基本的な考え方を
とりまとめ

○メンバー
学識者、国土技術政策総合研究所、土木研究所、福岡県、九州地方整備局
※オブザーバーとして関係自治体も参加

○検討事項
・被災状況、発生流量、発生土砂量、発生流木量等の整理
・発生土砂の抑制方策の検討
・土砂を考慮した赤谷川の河道整備方策の検討
・効果的な河川事業・砂防事業の連携方策の検討
・事業を踏まえた地域の安全性確保方策の検討 等

○事務局
九州地方整備局、福岡県

山地部の河川（土砂や流木の流出等により甚大な洪水被害が発生した河川：赤谷川等）

平野部の河川（洪水氾濫による被害が発生した河川：花月川等）

九
州
北
部
豪
雨

防
災
・
減
災
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
仮
称
）

砂
防
事
業

河
川
事
業

等
へ
反
映

※大規模氾濫減災協議会においてソフト対策の検討を実施するなど、上記以外の取り組みも実施。

○災害の原因の調査等を進めた上で、再度災害防止･軽減の観点から、ハード･ソフト一体
となった防災･減災対策プロジェクトを地域と連携しながら推進するとともに、得られた知見
を全国に展開。



7月22日からの梅雨前線に伴う大雨に関する被害状況（秋田県）

平成29年9月5日

国土交通省



神宮寺
(59.2ｋ)

長野
(玉川10.1ｋ)

椿川
(13.1ｋ)

じんぐうじ

ながの

つばきがわ

※７月２２日０時から２３日１３時ま
での３７時間の累計

○累加雨量300mmを超えた観測所（累加雨量レーダ）

・大清水国交省

（子吉川）
338.0mm

・横手気象庁

（雄物川）
314.0mm

・雄和気象庁

（雄物川）
348.0mm

・中森川国交省

（米代川）
381.0mm

※正時データ○支川玉川及び玉川合流点より下流の本線及び支川の観測所

7月22日からの梅雨前線に伴う大雨の概要

※本資料は7/25時点でデータの取得が出来ている観測所の情報のみを用いて作成したものであり、今後、修正予定。

玉川
雄物川

・秋田県では、活発な梅雨前線の影響で非常に激しい雨となり、雄物川中下流部に位置する角館、雄和等の１２観測所
で２４時間雨量が観測史上 大を記録するなど、多いところで累加雨量が３００ミリを超える大雨となった。

・雄物川支川玉川及び玉川合流点より下流の雄物川本川及び右支川の１０観測所のうち９観測所で、観測史上 高とな
る水位を記録した。

石田坂(6.1ｋ)
いしだざか

新波(41.8ｋ)
あらわ

木原田
(49.2ｋ)

きはらだ

刈和野
（60.6ｋ)

かりわの

豊成(岩見川4.5ｋ)
とよなり

淀川(淀川2.5ｋ)
よどがわ

栃木橋
(玉川33.3ｋ)

とちのきばし

高水位 生起時刻 高水位 生起日
計画高水位 －
はんらん危険水位 －
計画高水位 9.89
はんらん危険水位 8.10
計画高水位 －
はんらん危険水位 －
計画高水位 －
はんらん危険水位 －
計画高水位 11.00
はんらん危険水位 －
計画高水位 9.03
はんらん危険水位 5.70
計画高水位 －
はんらん危険水位 －
計画高水位 －
はんらん危険水位 －
計画高水位 －
はんらん危険水位 4.00
計画高水位 －
はんらん危険水位 －

これまでの 高水位

雄物川

雄物川

石田坂 左6.10k 6.27 H29/7/23  16:00 5.69 H23/6/24　24:00

椿川

水系名 河川名 観測所名 距離標 基準水位（m）
平成29年7月22日出水（暫定値）

右13.05k 9.16 H29/7/23  18:00 9.07 S22/8/3 18:00

H23/6/24 22:00

木原田 左36.90k 11.42 H29/7/24   7:00 9.60 H23/6/24　21:00

新波 左28.40k 14.55 H29/7/23  17:00 13.65

H23/6/24
12:00～13:00

刈和野 右48.70k 9.04 H29/7/23  16:00 8.30 H23/6/24 15:00

神宮寺 右59.18k 7.56 H29/7/23  11:00 7.74

H23/6/24 10:00

淀川 淀川 左2.50k 7.93 H29/7/23   9:00 6.36 H23/6/24 21:00

岩見川 豊成 右4.50k 10.05 H29/7/23  10:00 9.16

H19/9/17 23:00

桧木内川 栃木橋 左33.30k 4.49 H29/7/23   6:00 4.46 H19/9/17 20:00

玉川 長野 左10.10k 5.03 H29/7/23 　7:00 4.79

22

おものがわ ゆうわ



国管理河川の被災状況（雄物川水系） 8/31
15:00時点

・7月22日からの豪雨により、雄物川（国管理区間）沿川の24地域（外水12地域、内水15地域※）で、浸水面積32km2、浸水家屋数1,028戸の浸水被害が発生。
・下流の秋田市街部と上流の大仙市街部の間の中流部の無堤部から溢水し、浸水被害が生じた。 ※重複あり

秋田市

雄物川

■浸水面積 ※速報値
秋田市 ５．２km2（外水4.7km2、内水0.5km2）

大仙市 ２５．１km2（外水18.7km2、内水6.4km2）

横手市 １．７km2（内水1.7km2）

合計 ３２．０km2

椿川

玉
川

■浸水家屋数（住家）※速報値

秋田市 ３３４戸（外水193戸、内水141戸）

大仙市 ６９０戸（外水501戸、内水189戸）

横手市 ４戸 （内水4戸）

合計 １，０２８戸

右岸 20.4k
⑥秋田市「平尾鳥地区」【外水】
浸水面積0.30km2、浸水家屋7戸

ひらおどり

左岸 55.0k他
⑮大仙市「楢岡川地区」【外水】【内水】
浸水面積1.20km2、浸水家屋27戸

ならおかがわ

左岸 46.0k他
⑭大仙市「寺館大巻地区」【外水】【内水】
浸水面積4.68km2、浸水家屋191戸

てらだて おおまき

右岸 45.8k他
⑬大仙市「中村・芦沢地区」【外水】
浸水面積5.69km2、浸水家屋174戸

なかむら・あしざわ

左岸 37.0k他
⑫大仙市「強首地区」【外水】【内水】
浸水面積1.41km2、浸水家屋3戸

こわくび

左岸 29.8k他
⑩秋田市「新波地区」【外水】
浸水面積1.39km2、浸水家屋106戸

あらわ
左岸 25.0k他
⑧秋田市「女米木地区」【外水】
浸水面積0.66km2、浸水家屋15戸

めめき

右岸 35.0k他
⑪大仙市「福部羅地区」【外水】
浸水面積3.00km2、浸水家屋15戸

ふくべら

右岸 60.2k他
⑯大仙市「間倉地区」【外水】
浸水面積4.48km2、浸水家屋111戸

まぐら

右岸 70.6k
⑳大仙市「角間川地区」【内水】
浸水面積0.032km2、浸水家屋0戸

かくまがわ

⑯間倉地区

外水氾濫

内水氾濫

被災報告箇所

神宮寺

秋田市

大仙市

秋田市 左岸 79.0k
㉔横手市「大森地区」【内水】
浸水面積0.29km2、浸水家屋4戸

おおもり

※数値は速報値であり、今後の調査により変更する可能性がある。

右岸 6.6k他
①秋田市「仁井田地区」【内水】
浸水面積0.27km2、浸水家屋123戸

にいだ

右岸 28.0k他
⑨秋田市「左手子地区」【外水】
浸水面積0.81km2、浸水家屋33戸

さてご

氾濫危険水位を26時間以上超過

7/23（日）
8:50

7/24（月）
11:10

ピーク水位：9.17m（18:40～18:50）
氾濫危険水位（8.10m）を1.07m超過

椿川水位観測所（右岸 13.20k）ハイドロ 神宮寺水位観測所（右岸 59.18k）ハイドロ

ピーク水位：7.56m（10:10～11:00）
氾濫危険水位（5.70m）を1.86m超過

氾濫危険水位を24時間超過

7/23(日)
3:00

7/24(月)
3:00

①仁井田地区（ＮＨＫ報道）

秋田自動車道

西板戸地区
（築堤）

にしいたど

寺館大巻地区
（築堤）

てらだておおまき

中村芦沢地区
（築堤）

なかむらあしざわ

強首地区（築堤）
こわくび

大仙地区
（河道掘削）

だいせん

秋田雄和地区
（河道掘削）

あきたゆうわ
新波地区
（築堤）

あらわつばきかわ

右岸 11.2k他
③秋田市「芝野地区」【内水】
浸水面積0.10km2、浸水家屋0戸

しばの

左岸 20.0k他
⑤秋田市「黒瀬地区」【外水】
浸水面積0.67km2、浸水家屋0戸

くろせ

右岸 14.0k他
④秋田市「椿川地区」【内水】
浸水面積0.02km2、浸水家屋8戸

つばきかわ

左岸 7.20k他
②秋田市「小山地区」【内水】
浸水面積0.05km2、浸水家屋10戸

おやま

右岸 63.5k他
⑰大仙市「丸子川地区」【内水】
浸水面積0.025km2、浸水家屋118戸

まるこがわ

じんぐうじ

左岸 64.0k他
⑱大仙市「大曲左岸地区」【内水】
浸水面積4.38km2、浸水家屋51戸

おおまがりさがん

右岸 68.0k他
⑲大仙市「大曲右岸地区」【内水】
浸水面積0.15km2、浸水家屋0戸

おおまがりうがん

左岸 72.0k
㉒横手市「小中島地区」【内水】
浸水面積0.6km2、浸水家屋0戸

こなかじま

左岸 74.0k
㉓横手市「川西地区」【内水】
浸水面積0.79km2、浸水家屋0戸

かわにし

支川玉川 左右岸 2.0k他
㉑大仙市「玉川地区」【内水】
浸水面積0.122km2、浸水家屋0戸

横手市

大仙市

雄物川

たまがわ

右岸 24.0k他
⑦秋田市「種沢地区」【外水】
浸水面積0.89km2、浸水家屋32戸

たねさわ

⑬中村・芦沢地区 ⑭寺館大巻地区

寺館大巻地区

中村・芦沢地区

雄物川

⑩新波地区

雄物川

大仙市
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県管理河川の被災状況
8/31

15:00時点

㉗三種川
溢水被害（浸水戸数2）

㉔芋川
越水被害（浸水戸数49）

・雄物川水系、米代川水系、子吉川水系、馬場目川水系の4水系26河川で溢水・越水・内水が発生し、1,195戸の
浸水被害、35戸の家屋損壊を確認。
・福部内川では氾濫危険水位を約29時間超過。

みたねがわ

いもかわ

①下内川
越水被害（浸水戸数1）

②糠沢川
溢水被害（浸水戸数1）

ぬかさわがわ

⑳桧木内川
溢水被害（浸水戸数1）

ひのきないがわ

㉑入見内川
溢水被害（浸水戸数13）

いりみないがわ

㉓上溝川
越水被害（浸水戸数513）

うわみぞがわ

㉖内川川
溢水被害（浸水戸数2）

うちかわがわ

㉕富津内川
溢水被害（浸水戸数1）

ふつないがわ

しもないがわ

③太平川
溢水被害（浸水戸数3）

たいへいがわ

④猿田川
溢水被害（浸水戸数1）

さるたがわ

⑨安養寺川
溢水被害（浸水戸数1）

あんようじがわ

⑧平尾鳥川
溢水被害（浸水戸数7）

ひらおどりがわ

⑫淀川
溢水被害（浸水戸数65）
（家屋全壊3、半壊9）

よどがわ ⑭土買川
越水被害（浸水戸数102）
（半壊19）

つちかいがわ

⑥繋川
溢水被害（浸水戸数13）

⑦神ヶ村川
溢水被害（浸水戸数1）

⑤新波川
溢水被害（浸水戸数89）

つなぎがわ

じんがむらがわ

あらわがわ

⑪福部内川
溢水・内水被害

ふくべないがわ

① ②

③

⑩神内川
溢水被害（浸水戸数3)

じんないがわ

⑮楢岡川
溢水被害（浸水戸数53 ）

ならおかがわ

⑬荒川
溢水被害（浸水戸数0）

あらかわ

福部内川 溢水被害
浸水家屋８８戸

⑯西の又川
溢水被害（浸水戸数5 ）
（家屋半壊4）

にしのまたがわ

⑲小滝川
溢水被害（浸水戸数23）

こたきがわ

⑰後川
溢水被害（浸水戸数34）

うしろがわ

⑱小友川
溢水被害（浸水戸数38）

おともがわ

福部内川 内水被害
浸水家屋１１４戸
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国管理河川の応急対策状況
8/31

15:00時点

・7月22日からの豪雨により国管理河川3水系4河川12箇所において護岸損壊等を確認
・被災規模の小さいもの除く5箇所について応急対策完了

米代川

雄物川

雫石川

河川管理施設等被害（堤防等の被害）

上記のうち応急対策を実施中または
完了した箇所

⑧米代川 60.0k
護岸損壊 【応急対策完了】

⑦米代川 58.4k
河岸浸食 【応急対策完了】

⑥雫石川 8.8k
護岸変状 【経過監視】

①雄物川 31.4k
堤体漏水 【経過監視】

②雄物川 37.6k
堤体漏水 【応急対策完了】

③雄物川 41.4k
堤体漏水 【応急対策完了】

④雄物川 56.0k
堤体漏水 【経過監視】

⑤雄物川 65.4k
堤防法崩れ 【応急対策完了】

②雄物川 37.6k

応急対策完了（釜段工）

③雄物川 41.4k

応急対策完了（月の輪工）

応急対策完了

⑧米代川 60.0k

被災箇所

⑤雄物川 65.4k

応急対策完了
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県管理河川の応急対策状況

・県管理 59河川で堤防決壊、護岸損壊等、施設被害が発生。

・県管理の荒川ほか22河川の60箇所で応急工事(査定前着工）を実施。 （8月30日現在：34箇所完成）

完了 実施中

凡例

① 梵字川

繋川

衣川

ほうないがわ

法内川（由利本荘市）２箇所
（仮設盛土2箇所 完成）

ぼんじがわ

梵字川（秋田市）１箇所
（大型土のう積1箇所 完成）

うわみぞがわ

上溝川（横手市）６箇所
（大型土のう積2箇所 完成）
（大型土のう積4箇所 実施中）

だいながわ

大納川（横手市）３箇所
（大型土のう積2箇所 完成）
（大型土のう積1箇所 実施中）

いわみがわ

岩見川（秋田市）１箇所
（大型土のう積1箇所 完成）

やまだがわ

山田川（大館市）３箇所
（大型土のう積1箇所 完成）
（大型土のう積2箇所 実施中）

あらかわ

荒川（大仙市）３箇所
（大型土のう積3箇所 完成）

つなぎがわ

繋川（大仙市）６箇所
（大型土のう積6箇所 完成）

こころやりがわ

心像川（大仙市）１箇所
（大型土のう積1箇所 完成）

ころもがわ

衣川（由利本荘市）１箇所
（大型土のう積1箇所 完成）

ななたきがわ

七滝川（横手市）１１箇所
（大型土のう積5箇所 完成）
（大型土のう積6箇所 実施中）

② 熊沢川

③ 湯元川

くまさわがわ

熊沢川（鹿角市）２箇所
（大型土のう積1箇所 完成）
（大型土のう積1箇所 実施中）よどかわ

淀川（大仙市）４箇所
（大型土のう積4箇所 完成）

ならおかがわ

楢岡川（大仙市）３箇所
（大型土のう積2箇所 完成）
（大型土のう積1箇所 実施中）

ゆもとがわ

湯元川（大仙市）１箇所
（大型土のう積1箇所 完成）

ねいちがわ

根市川（鹿角市）２箇所
（大型土のう積2箇所 実施中）

しるけがわ

汁毛川（鹿角市）３箇所
（大型土のう積3箇所 実施中）

あにがわ

阿仁川（北秋田市）１箇所
（大型土のう積1箇所 実施中）

はねやまさわがわ

羽根山沢川（北秋田市）１箇所
（大型土のう積1箇所 実施中）

あんようじがわ

安養寺川（秋田市）１箇所
（大型土のう積1箇所 完成）

いもかわ

芋川（由利本荘市）２箇所
（大型土のう積2箇所 実施中）

さかべかわ

坂部川（横手市）１箇所
（大型土のう積1箇所 実施中）

よこてすぎさわがわ

横手杉沢川（横手市）１箇所
（大型土のう積1箇所 実施中）

①

②

③

8/30時点
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※記載の数値は速報値であり、今後変更の可能性があります。

長野地区平面図

※越水のみのシミュレーションケース

今回氾濫なし

浸水想定

・雄物川水系玉川に位置する玉川ダム(国)･鎧畑ダム(県)では､平成29年7月22日から防災操作を行った。玉川ダムでは平成3年の管理開始

以降 大の流入量（約1,030㎥/s)を観測し、ダムに流れてくる水量の一部(約3,170万㎥※東京ﾄﾞｰﾑ25個分)をダムに貯めることで下流へ流

す水量を 大で約81%低減した。

・仮に、ダムが整備されていなければ、長野地区周辺において洪水被害（浸水面積:約100ha､浸水戸数:約60戸､国道105号通行止め等）の

恐れがあった。

累加レーダー雨量
(22日3時～23日22時)
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【ダムによる貯留効果】
大毎秒830㎥/s(81%)
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特別防災操作による
放流量の軽減量

最大流入量毎秒1,030m3
※管理開始以降最大

最大放流量
量毎秒200m3

【ダムによる貯留効果】
最大毎秒830㎥(81%)

玉川ダム

HWL

玉川ダム・鎧畑ダム
が無い場合の水位
上昇量 約70cm

玉川ダム・鎧畑ダムが無い場合は、現況堤防高を越え、ＨＷＬ付近
まで水位が上昇し、背後地の家屋が浸水したものと推定

玉川8.0k地点

流域図

長野地区

玉川ダム

鎧畑ダム

ながの

よろいはたたまがわ

玉川ダム諸元(国土交通省管理）

型 式 重力式コンクリートダム

ダム高 １００．０ｍ

堤頂長 ４４１．５ｍ

総貯水容量 ２５４百万ｍ3

有効貯水容量 ２２９百万ｍ3

鎧畑ダム諸元(秋田県管理)

型 式 重力式コンクリートダム

ダム高 ５８．５ｍ

堤頂長 ２３６．０ｍ

総貯水容量 ５１百万ｍ3

有効貯水容量 ４３百万ｍ3

長野観測所

【特別防災操作】
下流河川の被害・水位状況を
勘案し、通常200m3/sの一定量
放流を50m3/sまで絞込み。

8.0k

玉川ダム・鎧畑ダムが無かった
場合の推定値

浸水面積 ： 約100ha
浸水戸数 ： 約60戸
国道１０５号の通行止めとなった
可能性がある。

△

105

雄物川ダム群の効果について
おものがわ
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雄物川におけるプッシュ型配信の詳細について

○7月22日からの豪雨において、雄物川水系（国管理）の洪水氾濫の危険性を緊急速報メールを活用し、住民等
へプッシュ型で計4回配信。

〇特に、雄物川中流部では氾濫危険水位（神宮寺水位観測所）に達した情報と氾濫が発生した情報を秋田県大仙
市の住民等に広く周知。

3:13 プッシュ型配信（氾濫危険） 10:03 プッシュ型配信（氾濫発生）

9:00 氾濫発生情報（洪水予報）

▲実際に配信されたエリアメール画面▲秋田魁（さきがけ）新報（朝刊31面）
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水位

水防団待機水位（3.50m）

氾濫注意水位（5.00m）

避難判断水位（5.50m）

氾濫危険水位（5.70m）

2:30 氾濫危険情報発表（洪水予報）

浸水状況（大仙市）

神宮寺水位観測所
（大仙市）

▲雄物川神宮寺観測所における水位の時系列変化と警報等発令タイミング

おものがわ
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7月22日 7月23日

H29.7 洪水

氾濫危険水位：5.70m
避難判断水位：5.50m

リエゾン派遣

水位状況報告

3:30～6:00
沿川地区に順次発令

氾濫注意水位：5.00m

水位状況報告 間倉地区

(m)

8:00 
氾濫発生

7/24以降、被災状況調査の関係

で、ホットラインを3回実施。

(mm/h)

21:10 待機

0:50 出動

0:50 氾濫注意情報

2:30，4:50 
氾濫危険情報

氾濫発生情報

★：大仙市とのホットライン

●：エリアメール配信

●：避難情報

●：洪水予報

●：水防警報

雄物川右岸 60.2k付近 溢水状況

既往 高水位
H23.6.24 7.74m

今回の洪水による 高水位
7月23日11:00 7.56m

緊急速報メール

＜被害状況＞
浸水面積 ３２．０ｋ㎡
浸水家屋 １，０２８戸

【人的被害ゼロ】

＜避難情報発令状況＞
避難勧告 ８，０５１世帯 ２１，５８４人
避難指示 ８，４８６世帯 ２２，７９９人

※被害状況、避難情報発令状況は雄物川全体数値であり、速報値であるため今後変わる可能性があります。

・雄物川（国管理区間）では、河川事務所と自治体で作成していた水害対応タイムラインを活用し、河川事務所長等と市長等の
ホットラインを3市に延べ21回※実施。
※7月22日から24日までに、被害の生じた雄物川水系で事務所長等と市長等との間で実施したもの

・タイムラインを踏まえた緊密なホットラインにより、湯沢河川国道事務所長から大仙市長に河川の状況等を詳しく伝え、それを受
けた市長は、対象地域へ早いタイミングで避難指示を発令し、住民への避難の呼びかけを実施。合わせて国土交通省は、緊急速
報メールにより河川情報を住民等に配信。

ホットラインの実施状況と効果

湯沢河川国道事務所から⼤仙市へのホットラインの例
神宮寺⽔位観測所における⽔位とホットライン・避難情報発令のタイミング
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ホットライン（20:20）

ホットライン（22:20）

ホットライン（0:25）

ホットライン（1:35）

ホットライン（2:30）

ホットライン（3:04）

ホットライン（4:33）

ホットライン（6:35）

ホットライン（8:00）

ホットライン（8:39）

氾濫危険水位超過見込み、氾濫の可能性伝達

エリアメール配信連絡

リエゾン派遣

氾濫危険水位超過、（本川：神宮寺）
水位の見込み

氾濫危険水位超過
（支川玉川：長野）

溢水情報

市長から避難情報の報告

避難指示（22:30）
避難勧告・指示（3:30～6:00）

早いタイミングで避難勧告発令

ホットライン実施市町村

氾濫危険水位超過見込み、氾濫の可能性伝達

【位置図】

雄物川

寺館大巻地区 間倉地区

水系 県 市町村 回数

雄物川 秋田県 秋田市 6

大仙市 13

横手市 2

合 計 21

雄物川 左岸46.0k付近
溢⽔による住家浸⽔ 雄物川 右岸60.2k付近

溢⽔による住家浸⽔

3:13 緊急速報メール配信
（氾濫危険水位超過）

10:05 緊急速報メール配信
（氾濫発生）
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・７月洪水では、事務所長からホットラインの
度重なる情報提供がなされ、それを踏まえ
て、適時の避難情報発令を行えた。

大仙市長のコメント



TEC-FORCE等の主な活動状況
・東北地方整備局をはじめ、北海道開発局、関東地方整備局から派遣されたTEC‐FORCE（7/23～8/1のべ276人・日）が河川・
道路の被害状況調査、緊急排水活動など、１県5市において活動。

・秋田県秋田市、大仙市、横手市、由利本荘市、北秋田市の河川、道路等でドローン、ヘリ等を活用して被害状況調査を行
い、災害復旧に向けたとりまとめを支援。秋田市(7/28)、大仙市(7/28)、横手市(7/26)、由利本荘市(7/26)、北秋田市(7/24)に
調査結果を報告。
・災害復旧事業の早期着手に向け、本省災害査定官を現地に派遣し、復旧方針、工法等の技術的支援を実施。

30

8/2
9:00時点

【TEC-FORCEの活動状況】

市道南外12号線の被害状況調査（7月25日）

3

ドローンによる被害状況調査（7月26日）

4

24時間体制での緊急排水活動（7月23日）

6

河川護岸の被害状況調査（7月26日）

1

大仙市と合同で聞取調査（7月26日）

2

市道の路面清掃状況（7月26日）

7

大仙市長に調査結果を報告（7月26日）本省災害査定官による技術指導（8月2日）

5


